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区 分 予算額 決算額 差 額 備 考

（決算－予算）

収入

運営費交付金 ３，９４４ ３，９４４ －

施設整備費補助金 ５８９ ６０１ １２ （注１）

補助金等収入 ２８ ２８ －

国立大学財務・経営センター施設費交付金 ２５ ２５ －

自己収入 １，１４１ １，１７１ ３０

授業料、入学料及び検定料収入 １，１０４ １，１２６ ２２ （注２）

雑収入 ３７ ４５ ８ （注３）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 １１５ １３７ ２２ （注４）

目的積立金取崩 １１０ ７１ △３９ （注５）

計 ５，９５２ ５，９７６ ２４

支出

業務費 ４，３１８ ４，３４１ ２２ （注６）

教育研究経費 ４，３１８ ４，３４１ ２２

一般管理費 ８７７ ７６７ △１１０ （注７）

施設整備費 ６１４ ６２６ １２ （注８）

補助金等 ２８ ２７ △１ （注９）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 １１５ １４２ ２７ （注10）

計 ５，９５２ ５，９０３ △４９

収入－支出 ０ ７４ ７４

○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金については、事業の追加実施により、予算額に比して決算額が

１２百万円多額となっています。

（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者等の増のため、予算額に比し

て決算額が２２百万円多額となっています。

（注３）雑収入については、主として科学研究費補助金の間接経費の受入増により、予算

額に比して決算額が８百万円多額となっています。

（注４）当初予定していなかった事業について委託を受けたため、予算額に比して決算額

が２２百万円多額となっています。

（注５）当初予定していた目的積立金による事業について、競争入札の実施等により経費
節減に努めたため、予算額に比して決算額が３９百万円少額となっています。

（注６）教育研究経費については、教育施設修繕経費の増により、予算額に比して決算額

が２２百万円多額となっています。

（注７）一般管理費については、主として役員退職手当の減が生じたため、予算額に比し
て決算額が１１０百万円少額となっています。

（注８）（注１）に示した理由により、１２百万円多額となっています。
（注９）大学改革推進等補助金による事業について、当期受入額に満たない支出額により

事業を完了することができたため、１百万円少額となっています。
（注 10）（注４）に示した理由及び、前年度以前に受け入れた寄附金を使用したため、予

算額に比して決算額が２７百万円多額となっています。


